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氷性堆積物で閉塞された構造性凹地としてのララ湖　ーネパールヒマラヤ最大の湖
の成因ー
Rara lake, the largest lake in Nepal Himalaya, as a pull-apart lake embanked by glacial
till
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ネパール最大の湖であるララ湖について，湖底地形や周辺地形調査を行いその成因を明らかにした．その結果，ララ
湖の水深が従来の考えよりもさらに深い-168m以上であることが明らかになった．さらにララ湖は東岸を氷河性堆積物
によって閉塞されるものの，その西側縁辺を活断層によって限られ，しかもその活断層系が右横ずれ成分を持ちララ湖
を節として乗り換えて北方へ続くことから，初成的には横ずれ断層系のステップによって形成された構造的な凹地であ
ると考えられる．
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